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会社名 設立年 事業内容 従業員数（人） 年生産額（万円）
豊田織布菊井工場
豊田紡織株式会社
株式会社豊田紡織?
株式会社豊田自動織機製作所
株式会社庄内川染工所
豊田押切紡織株式会社
中央紡織株式会社
庄内川レーヨン株式会社
1909年
1918年
1921年
1926年
1928年
1929年
1929年
1932年
織物
綿布・紡糸
綿糸・綿布
自動織機
漂泊・整理・加工・仕上
織物
綿糸
人造絹糸
335
3813
4482
627
176
335
600
＊678
約1200
1194万?
275
38
※153
118
出所： 『名古屋市内に於ける主要工場概要　昭和8年4月』名古屋工業研究会〔名古屋市市政資料館所蔵の『経済
資料』に収録〕，トヨタ・グループ史編纂委員会『絆　豊田業団からトヨタ・グループへ』2005年〔同書のデー
タは＊〕，『昭和12年度　紡織要覧』〔同書のデータは※〕，『四十年史』豊田自動織機製作所1967年〔同社
のデータは本書による〕，田中忠治編輯『豊田佐吉伝』トヨタ自動車工業，1955年再版，初版は1933年〔豊
田紡織?の年生産額のデータは本書による〕。
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田自動織機製作所の規模とはケタ違いであった。まず，刈谷本社にいる商務係石田退三が見たの
は豊田自動織機製作所で進行中の自動車事業であった。いまや，巨額の資金が投入されようとし
ていた。
4．豊田の経営方向の転換と石田退三
4.1．1933年の石田退三
　豊田の紡織事業と紡織機製造事業は昭和恐慌以降も堅調に推移し，むしろ拡大基調とも言える
ものであったが，豊田佐吉の長子・喜一郎は，氏のもつ自動織機に関する特許権をイギリス・プ
ラット・ブラザーズ社に譲渡・売却することになり（愛知県，2004年，694ページ以下），イギ
リスに渡り，イギリス綿業の「衰退」とイギリス・プラット社の経営的な弛緩の状況をつぶさに
見て，綿業にかわる新規事業の必要を痛感する（1929年）（和田一夫・由井常彦，2001年，217ペー
ジ以下）。氏の念頭には，自動車と飛行機があったといわれる。自動車への傾注の背景には，こ
れまで指摘されているように，第一に，関東大震災後の国内自動車市場の拡大と外国資本の日本
進出に対して，自動車の国産化と国内市場の確保の必要性を喜一郎が経営的な使命と判断してい
たこと，第二に，昭和恐慌による国内綿業の不振に対応すべく，新事業への進出が各社で進行中
であったこと，とくに大岩勇夫名古屋市長の主導で進行中の「中京デトロイト化計画」に沿って
自動車開発・製造の共同チームが発足し，開発・生産に邁進していたこと，第三に，政府・陸軍
省の自動車国産化方針の策定過程に豊田喜一郎がひきこまれていったことであった（笠井雅直，
2014年Bを参照）。
　とくに，第三について見れば，豊田喜一郎は1930年頃より自動車開発・製造に着手し，1933
年9月には豊田自動織機製作所内に自動車部が設置され，本格化していたのであったが，自動車
の開発・製造を豊田喜一郎をして継続せしめたのは，政府・陸軍省の動向であった。日本に工場
を設立していたフォードとGMはさらにその規模を拡大しようとしていたことに対して，政府，
陸軍省は対抗する国産メーカーの確保の政策を推進する。すでに，1931年，政府内に自動車製
造工業確立委員会が設置せられていたが（橋本精，1939年，14ページ），1933年に陸軍省の「自
動車工業確立工作」が開始され，同年12月，「確立方法の研究に着手」し，1934年1月，陸軍省
と商工省との交渉が開始され，1934年4月の陸軍省と商工省による「民間七社より意見聴取」を
経て，陸軍省は1934年6月には内地自動車工業確立方策を，商工省は，同年7月に自動車工業確
立要綱を策定する。矢継ぎ早の自動車工業確立策であった（通商産業省，1976年，406ページ以下）。
この政策決定の中枢にいたのが隈部一雄（東京帝国大学助教授），小林秀雄（鉄道省），坂薫（商
工省），伊藤省吾という喜一郎の東京帝国大学の同窓であった。さらに陸軍省の伊藤久雄大佐に
よる喜一郎に対するヒアリングであった（鶴田忠生，1982年，193―194ページ。併せて，尾崎正久，
1955年，112ページ以下を参照）。政府・陸軍の要求に対応するためには，大量生産の予定をアピー
ルするための大規模な量産工場建設用地の準備が必須となっていた。この直後，喜一郎は，挙母
町の用地買収に利三郎ともども乗り出すのである。
経営者石田退三論（1）
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　石田退三が，豊田利三郎に呼ばれて豊田紡織工場用地買収の中止を通告されるのは，この頃で
あった。それは次のようであった。石田退三は回想する。
「昭和八年ごろ，豊田紡織の拡張プランで長野県（井上村）へでかけた。工場敷地の買収交渉
である……」（石田退三，1973年，382ページ）。
「豊田紡織にいたころ，少し余裕資金ができたので工場拡張をということになり，私がまかせ
られて長野県下のある村に用地交渉に出かけた。運よく24万平方㍍ほどの土地が見つかり，
村長とも買収の話がついた。工場を動かす電気の方も，1キロあたり1銭2厘という定価を『発
電所の近くで使うのだ。おたくの方も送電設備にカネがかからないから，7厘にまけなさい』
と，強引に押し切って，オニの首でもとったつもりで，意気揚々と帰ってきた。ところが社長
室へ報告に行ってがっかり。当時の豊田利三郎社長から『こんど喜一郎君（豊田佐吉翁の長男）
が自動車を始めることになった。そちらにカネがたくさんいるので，当社［豊田紡織］の拡張
計画は見合わせる』とのお達し……」（中日新聞「全力投球」1969年10月13日」石田退三『紙
つぶて』1970年）。
「実はこんど，喜一郎に新しく自動車の仕事をやらせることになった。オヤジが特別に出して
くれた金もいくらかはあるが，これに力を入れるとなると，カネはなんぼあっても足りない。
紡績のほうは後回しだ。すまないが長野のほうのことはみんな断ってきてくれ」（石田退三，
1973年，383ページ）。
挙母町用地の買収に乗り出すのが，1933年11月であり，同時に，豊田，豊田自動織機製作所が
自動車事業に乗り出すことが，社の内外に知れることとなる。「当時の豊田部内における客観的
情勢は，あらゆる面で，『豊田織機自動車部』に風当たりが強く，非であった」（石田退三，1973年，
385ページ）。
　特に石田退三は，1934年には，日本とオランダ領東インド（現，インドネシア）との貿易摩擦，
経済関係に関する交渉である，いわゆる「日蘭会商」の代表団としての大日本紡績連合会の代表
メンバーとして，大日本紡績連合会，東洋紡績，鐘淵紡績，富士瓦斯紡績の代表者たちとともに
豊田紡織の石田退三として随行員になっていた。石田は「日蘭会商当時，一見平凡な紡績の一販
売員」にすぎなかったとされているが（石田泰一，1980年，226―227ページ），石田は海外市場
の開拓に実績を挙げており，豊田紡織の代表団として豊田を代表したのであった。石田退三は，
豊田の綿業中心主義の代表的位置にいたのであり，新事業の自動車事業への大量の資金投入には
反対であった。
4.2．1936年の石田退三
　その後の豊田喜一郎は，社内外の反対に対して，豊田綱領を制定することで（1935年10月），「産
業報国」を経営の柱としてきた豊田佐吉の遺志が自動車事業への進出であることを錦の御旗とし
て自動車事業へと邁進する（和田一夫，由井常彦，2001年，324ページ）。しかし，豊田喜一郎の「苦
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境」は深刻化する。
「……ところが，喜一郎氏の自動車計画はぐんぐん進行し，あれよあれよと言ってる中に，第
一号製作迄に四百八十万円を注ぎ込んだ。……喜一郎氏は，予期したことではあるが，資金の
池の崖つ辺に立つことになった。当面必要資金のみでなお五，六百万円を必要とするが，これ
をどうするか。第一号車と先代の霊の対面が終わった後の豊田自動織機〔製作所〕重役会は緊
張した。意見はしばらく紛糾して帰するところがないので，当日はそのまま閉会とし，改めて
審議することにした。これ以上自動車に金を出すことは妥当でないという意見が多く，この急
先鉾が石田退三氏……等の若手中堅社員だった」（尾崎正久，1955年，82―83ページ）。
最後まで反対したという石田退三を後目に，豊田喜一郎は，1935年5月，「A1型乗用車の試作第
1号車を完成」させただけでなく（トヨタグループ史編纂委員会，2005年B，年表），同年11月，
東京において「本邦最初の大衆車級自動車の貨物車台」（G1型トラック）を「製作発表し斯界に
衝動」をあたえる（橋本精，1939年，16ページ）。すでに同年10月には，豊田利三郎とともに
挙母町用地を取得するなど，大きく舵を切ることができたのは，既に見た政府部内の動きとして，
1934年8月に陸軍省を中心に商工省，鉄道省，大蔵省の「自動車工業関係各省会議［が］開催」
され（橋本精，1939年，16ページ），同年9月の第7回自動車工業確立促進協議会小委員会に日
産自動車などとともに豊田自動織機製作所の豊田喜一郎が招集されて以来（笠井雅直・藤井隆久，
2016年，25ページ），「政府の意図する国産自動車工業の確立，外国車輸入の制限」に豊田の計
画がマッチするものであることを確かなものとした（トヨタ自動車工業，1958年，62ページ）。
政府もまた，自動車国産化に向けて，1935年8月，「自動車工業法案要項」を発表し，1936年7月，
自動車製造事業法を公布する（橋本精，1939年，16―17ページ）。
　豊田自動織機製作所は，1935年7月，臨時株主総会において資本金を300万円から600万円に
増資決議し，1936年10月，第20回株主総会において資本金を600万円から900万円に増資決議
する。都合，600万円の増資であった。この背景には「軍当局より自動車月産2000台計画を要請」
されたことがあった（豊田自動織機製作所，1967年，年表）。喜一郎は，既に1935年11月，「東
京自動車ホテル芝浦ガレージでのG1型トラックの内示会」で，政府関係者に挙母工場の計画を
公表していたこともあり（トヨタ自動車・歴史文化部社内史料グループ，2000年，61ページ），
1936年9月の「東京府商工奨励館」における「国産トヨダ大衆車完成記念展覧会」の開催中に，
豊田自動織機製作所は，日産自動車と共に許可会社として指定されることとなる（トヨタ自動織
機製作所，2013年，年表）。
　豊田自動織機製作所の増資は，最大株主である豊田紡織による引き受けとなり，資金供給とな
る。さらに，1936年10月，豊田紡織社長に豊田利三郎が就任することで，豊田利三郎は豊田自
動織機製作所の「社長としてはもちろん，豊田紡〔織〕あるいは豊田紡織?の社長として，それ
ぞれの会社で得た利益の多くを，自動車事業のために惜しみなく投入したので」あった（豊田自
動織機製作所，1967年，188ページ）。他方，石田退三は，1936年10月に豊田紡織の監査役となる。
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豊田が自動車事業を全豊田の方針とした瞬間であった。石田退三は次のように後年述べている。
あらためて豊田喜一郎について，「それは佐吉翁の遺言という錦の御旗もさることながら，喜一
郎さんの自動車にかける熱情があまりにも強く，これを退けることはどうしてもできなかったか
らだ。この一事にすべてを打ち込む執念の強さ，一徹ぶりは，さすが父子相伝のまことに見上げ
たものだといってよい」（石田退三，1973年，386ページ）と。綿業を駆け抜けてきた石田退三，
新事業の自動車事業にかけた「産業報国」の豊田喜一郎の，それぞれの経営方向は，戦時経済の
中で際立ったのであった。
　いまや，両者の「経営報国」のターゲットは，掲載写真に見られるフォード，GMの車列であっ
たと思われる。
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